
株式会社アイ・オー・データ機器
（金沢市桜田町3丁目10番地）

本社エントランス

　メインメモリー640KBのうち最後部の128KBを窓口として
その奥に広がるメモリーへのアクセスを可能としたIOバンク方
式を考案し、昭和59年に日本電気株式会社製PC-9800シリー
ズ用増設メモリボードを開発した増設メモリの後継製品である。
　グラフィック系などの大容量のアプリケーションが動くよう
になったことから、業界での地位が確立され、当方式の業界標準
宣言を行った。
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機械の説明

PC-9800シリーズ用増設メモリボード（昭和63年）


